
原
因
に
気
付
く

理
想
と
す
る
循
環

自
分
自
身
の
思
考
・

行
動
習
慣
チ
ェ
ッ
ク

海
外
市
場
開
拓
の

ス
テ
ッ
プ

整
理
さ
れ
る
と
起
こ
る

プ
ラ
ス
の
ス
パ
イ
ラ
ル
・

真
逆
の
ス
パ
イ
ラ
ル
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図
に
あ
る
よ
う
に
、
現
在
に

至
る
分
権
改
革
の
起
点
は

1
9
9
3(

平
成
5)

年
の
衆
参

両
院
に
お
け
る
分
権
推
進
決
議

(

宮
沢
内
閣)

で
あ
っ
た
。
決
議

を
受
け
て
95
年
に
政
府
は
諸
井

虔
氏
を
委
員
長
に｢

地
方
分
権

推
進
委
員
会｣

を
発
足
さ
せ
た
。

2
期
目
の
市
長
で
あ
っ
た
私
は
、

全
国
市
長
会
役
員
と
し
て
諸
井

委
員
長
と
た
び
た
び
か
か
わ
っ

て
き
た
。

　

同
委
員
会
の
勧
告
を
受
け
、

自
治
体
を
国
の
下
請
け
と
位
置

　　

づ
け
る｢

機
関
委
任
事
務｣

の
廃

止
を
柱
と
す
る
地
方
分
権
一
括

法
が
施
行
さ
れ
る
大
改
革

(

2
0
0
0
年)

と
な
る
。
行
財

政
面
か
ら
地
方
自
治
の
自
立
を

念
願
す
る
私
共
に
と
っ
て
画
期

的
な
こ
と
で
あ
り
、
地
方
6
団

体
は
積
極
的
に
取
り
組
み
始
め

る
。
例
え
ば
04
年
8
月
、
全
国

知
事
会
の
新
潟
会
議
で
は
、
三

位
一
体
改
革
の
国
金
庫
補
助
金

削
減
案
を
多
数
決
で
決
定
し
た
。

と
こ
ろ
が
小
泉
政
権
が
03
年
か

ら
3
年
間
取
り
組
ん
だ
三
位
一

体
改
革(

国
と
地
方
の
税
財
政

改
革)

で
は
、
地
方
の
期
待
や
実
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

政
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

改
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

念
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
く

離
れ
て
、
国
の
財
政
再
建
改
革

に
映
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
第
一

次
分
権
改
革
で
は
地
方
の
不
信

感
が
残
っ
た
。

　

そ
こ
で
改
革
の
仕
切
り
直
し

の
形
で
、｢

地
方
分
権
改
革
推

進
委
員
会(

丹
羽
宇
一
郎
委
員

長)
｣

が
発
足(

第
1
次
安
倍
内

閣)

。
福
田
内
閣
時
の
08
～
09

年
に
か
け
て
自
治
体
へ
の
権
限

委
譲
や
国
の
出
先
機
関
改
革
、

義
務
付
け
・
枠
付
け
な
ど
4
次

に
わ
た
る
勧
告
を
ま
と
め
、

4
0
0
0
項
目
の
義
務
付
け
・

枠
付
け
項
目
の
見
直
し
を
求
め

る
な
ど
包
括
的
な
改
革
案
を
示

し
た
。
こ
の
丹
羽
委
員
会
以
降

の
改
革
を
第
二
次
分
権
改
革
と

称
す
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
民
主
党
政
権

菅
内
閣
時
の
11
年
4
月
に
41
の

法
律
を
改
正(

第
1
次
一
括
法)

し
、
11
年
8
月
に
は
1
8
8
の

法
律
改
正(

第
2
次
一
括
法)

を

す
る
。
具
体
的
に
は
公
営
住
宅

や
児
童
福
祉
施
設
の
基
準
、
道

路
の
構
造
な
ど
が
自
治
体
の
条

例
で
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ

の
権
限
移
譲
も
進
み
、
こ
れ
ま

で
県
の
仕
事
で
あ
っ
た
家
庭
用

品
販
売
業
務
へ
の
立
ち
入
り
検

査
が
市
の
業
務
に
な
る
な
ど
改

革
さ
れ
た
。

　

続
く
12
年
未
発
足
の
安
倍
政

権
は
翌
年
4
月｢

地
方
分
権
有

識
者
会
議｣

を
設
置
し
、
6
月

に
は
74
の
法
律
を
改
正(

第
3

次
一
括
法)

す
る
。
消
防
署
長

の
資
格
を
条
例
で
定
め
た
り
、

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
な
ど
の
販

売
許
可
権
限
を
都
道
府
県
か
ら

一
部
の
市
に
委
譲
す
る
。

　

14
年
5
月
に
は
63
の
法
律
を

改
正(

第
4
次
一
括
法)

し
、
看

護
師
な
ど
の
養
成
施
設
の
監
督

権
限
が
国
か
ら
都
道
府
県
に
移

す
他
、
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

(

福
祉
タ
ク
シ
ー
や
過
疎
地
で

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
運
送)

の
監

督
権
限
も
希
望
す
る
自
治
体
に

移
さ
れ
た
。

　

15
年
6
月
、
19
法
律
改
正 

(

第
5
次
一
括
法)

で
は
農
地
転

用
の
権
限
移
譲
が
最
大
の
目
玉

と
な
る
。
国
が
他
の
用
途
へ
の

転
用
を
許
可
す
る
か
ど
う
か
を

決
め
て
い
た
４
ha
を
超
す
農
地

に
つ
い
て
、
国
と
の
事
前
協
議

は
必
要
な
も
の
の
都
道
府
県
が

決
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
丹
羽
委
員
会

以
降
の
懸
案
事
項
と
地
方
分
権

改
革
有
識
者
会
議
発
足
当
時
目

指
し
た
地
域
交
通(

第
4
次
一

括
法)

、
農
地
・
農
村(

第
5
次

一
括
法)

な
ど
改
革
が
一
巡
し

た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

16
年
通
常
国
会
で
成
立
し
た

地
方
分
権
に
関
す
る
15
の
法
律

を
改
正
し
た
第
6
次
分
権
一
括

法
の
目
玉
は
雇
用
、 

｢

地
方
版

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク｣

の
創
設
が
柱

　

目的を認識

現状を把握

主催：さくら税理士法人・さくら社会保険労務士法人

平成27年9月11日 ホテルクレメント徳島

｢マイナンバー制度の直前対策!!｣について
さくら税理士法人　代表社員

竹内　洋一

地方分権の歩み

踊るホログラムたち

参院選投票啓発活動(徳島駅前)

滝にうたれるアウディ

滝にうたれる佐賀城

徳
島
に
求
め
ら
れ
る
も
の

強
い
と
こ
ろ
を
売
り
出
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
使
用

【
社
会
保
障
】

【
災
害
対
策
】

公認会計士・税理士

20

魅
力
的
な
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
と
は

わ
が
国
の
現
状
と
課
題

課
題
解
決
の
道

ど
ん
な
広
告
を
作
れ
ば

良
い
の
か

情
報
が
溢
れ
て
い
る

現
代
社
会
に
必
要
な
こ
と

魅
力
的
な
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
と
は

た
っ
た
一
人
の

ス
タ
ー
ト

門
真
市
と
守
口
市
の

ケ
ー
ス

28年1月から

ア
ジ
ア
の
活
力
に

ア
ク
セ
ス

Vol.106

地方分権改革

第
6
次
分
権

一
括
法
成
立

あ
ず
ま
じ
ゅ
ん

は
る　

と
み

い
た
だ
き

す
そ
の

70
年
振
り
の
大
改
正

主
権
者
教
育
の

あ
り
よ
う

日経グローカルより

日経グローカルより

始　

め　

に

小
さ
な
自
治
の
力

徳島県及び高知県参議院合同選挙区選挙管理委員会委員長

これまでとこれから

徳
島
の
地
方
創
生

伝
統
産
業
と
先
端

産
業
で
新
価
値
創
造

地
産
地
消
と

地
産
外
商

徳島文理大学総合政策学部(兼総合政策学研究科)教授

シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ

教
育

創
生
の
原
点

地
方
分
権
の
歴
史

地
方
分
権
の
行
方

内閣 年月 内容

宮沢

村山

小渕

小泉

安倍

福田

菅

安倍

1993年6月

1995年7月

2000年4月

2004年8月

2005年11月

2007年4月

2008年5月

2011年4月

2011年8月

2013年4月

2016年5月

2015年6月

2014年5月

2013年6月

衆参両院で分権推進を決議

政府の地方分権推進委員会(諸井委員会)が発足

地方分権一括法が施行(機関委任事務を廃止)

全国知事会が新潟での会議で三位一体改革の補助金
削減案を決定

政府が三位一体改革の最終案を決定

政府の地方分権改革推進委員会(丹羽委員会)が発足

丹羽委員会が1次勧告。その後も4次まで勧告

地方分権(地域主権改革)の第1次一括法が成立

地方分権(地域主権改革)の第2次一括法が成立

政府の地方分権改革有識者会議が発足

地方分権の第3次一括法が成立

地方分権の第6次一括法が成立

地方分権の第5次一括法が成立

地方分権の第4次一括法が成立

内閣 年月 内容

宮沢

村山

小渕

小泉

安倍

福田

菅

安倍

1993年6月

1995年7月

2000年4月

2004年8月

2005年11月

2007年4月

2008年5月

2011年4月

2011年8月

2013年4月

2016年5月

2015年6月

2014年5月

2013年6月

衆参両院で分権推進を決議

政府の地方分権推進委員会(諸井委員会)が発足

地方分権一括法が施行(機関委任事務を廃止)

全国知事会が新潟での会議で三位一体改革の補助金
削減案を決定

政府が三位一体改革の最終案を決定

政府の地方分権改革推進委員会(丹羽委員会)が発足

丹羽委員会が1次勧告。その後も4次まで勧告

地方分権(地域主権改革)の第1次一括法が成立

地方分権(地域主権改革)の第2次一括法が成立

政府の地方分権改革有識者会議が発足

地方分権の第3次一括法が成立

地方分権の第6次一括法が成立

地方分権の第5次一括法が成立

地方分権の第4次一括法が成立

内閣 年月 内容

宮沢

村山

小渕

小泉

安倍

福田

菅

安倍

1993年6月

1995年7月

2000年4月

2004年8月

2005年11月

2007年4月

2008年5月

2011年4月

2011年8月

2013年4月

2016年5月

2015年6月

2014年5月

2013年6月

衆参両院で分権推進を決議

政府の地方分権推進委員会(諸井委員会)が発足

地方分権一括法が施行(機関委任事務を廃止)

全国知事会が新潟での会議で三位一体改革の補助金
削減案を決定

政府が三位一体改革の最終案を決定

政府の地方分権改革推進委員会(丹羽委員会)が発足

丹羽委員会が1次勧告。その後も4次まで勧告

地方分権(地域主権改革)の第1次一括法が成立

地方分権(地域主権改革)の第2次一括法が成立

政府の地方分権改革有識者会議が発足

地方分権の第3次一括法が成立

地方分権の第6次一括法が成立

地方分権の第5次一括法が成立

地方分権の第4次一括法が成立

出
、

る
。



自
分
自
身
の
思
考
・

行
動
習
慣
チ
ェ
ッ
ク

整
理
す
る
際
に
か
か
せ

な
い
大
事
な
ポ
イ
ン
ト

整
理
さ
れ
る
と
起
こ
る

プ
ラ
ス
の
ス
パ
イ
ラ
ル
・

真
逆
の
ス
パ
イ
ラ
ル

38Tokushima Economy Journal

 　

空
間
が

　

約
30
年
前
、
私
が
短
大
を
卒

業
し
て
就
職
し
た
の
が
、
当
時

設
立
さ
れ
た｢

Ｔ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ｣

で
、
当
時
の
社
員
数
は
10
名
ぐ

ら
い
で
し
た
。
社
長
は
今
も
同

じ
方
で
す
が
、
そ
の
方
に｢

整
理

力｣｢

選
択
力｣

を
学
び
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
を
退
職
後
に
、

有
名
な
大
手
企
業
に
足
を
運
ぶ

き
っ
か
け
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
時
に
行
く
先
々
の
企
業
で

は
、
私
が
そ
れ
ま
で
養
っ
て
き

た
こ
と
が
全
然
で
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

優
秀
な
人
で
も
、
探
し
物
の

山
で
宝
探
し
を
す
る
こ
と
に
一

日
時
間
を
費
や
し
て
、
イ
ラ
イ

ラ
し
た
り
残
業
し
た
り
し
て
い

る
の
を
見
て｢

も
っ
た
い
な
い｣

と

思
う
こ
と
が
色
々
と
見
え
て
き

ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
当
た
り

前
だ
っ
た
こ
と
を｢

こ
う
し
た
ら

ど
う
で
す
か｣

と
色
々
な
角
度
で

伝
え
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

で｢

す
ご
い
ね
！｣｢

目
か
ら
う
ろ

こ
だ｣

と
非
常
に
重
宝
が
ら
れ
ま

し
た
。

　

私
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て

い
る
こ
と
を
み
な
さ
ん
に
伝
え

る
こ
と
で
、
本
来
、
時
間
を
取

っ
て
集
中
し
て
や
り
と
げ
た

い｣
｢

質
の
い
い
仕
事｣

を
す
る
お

手
伝
い
に
な
る
と
思
っ
て
、
こ

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

整
理
す
る
こ
と
で
空
間
が
ス

ッ
キ
リ
す
る
と
、
気
持
ち
も
ス

ッ
キ
リ
し
ま
す
。
時
間
に
も
ゆ

と
り
が
で
き
て
、
ア
ポ
イ
ン
ト

が
入
っ
た
時
も
、
モ
ノ
が
す
ぐ

に
見
つ
か
る
の
で
、
す
ぐ
に
行

動
に
移
し
て
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か

め
ま
す
。
何
か
い
い
仕
事
の
依

頼
が
来
て
も
、
準
備
が
遅
い
と
、

断
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

■
目
的
を
認
識

　

｢

質
の
い
い
仕
事｣｢

ゆ
と
り｣

｢

気
持
ち
の
イ
ラ
イ
ラ
を
な
く
す｣

｢

ス
ッ
キ
リ
し
た
空
間
を
作
る｣

｢

経
費
削
減｣

な
ど
が
目
的
に
な

り
ま
す
。

■
現
状
を
把
握

　

自
分
が
今
、
仕
事
に
お
い
て

ど
う
い
う
状
況
に
い
る
の
か
、

机
の
上
や
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
の
中

が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
現

状
を
認
識
し
ま
す
。

■
問
題
点
を
明
確
に

　

現
状
を
認
識
す
る
と
、
問
題

点
が
明
確
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

｢

何
か
の
時
に
必
要
に
な
る
か
も｣ 

｢

使
わ
な
い
け
ど
高
か
っ
た
か
ら｣

な
ど
、
言
い
訳
を
し
な
が
ら
抱

え
込
ん
で
い
る
モ
ノ
が
あ
る
は

ず
で
す
。

■
ふ
る
い
に
か
け
て
選
ぶ

　

多
く
の
人
が
失
敗
す
る
の
は
、

モ
ノ
や
情
報
、
人
付
き
合
い
な

ど
、
今
あ
る
全
て
を
入
れ
込
も

う
と
し
て
、
整
理
し
な
い
と
い

け
な
い
け
れ
ど
苦
手
だ
し
時
間

が
な
い
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る…

と

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

　

大
事
な
こ
と
は
、
自
分
で
ふ

る
い
に
か
け
て
選
ぶ
こ
と
で
す
。

■
手
放
す

　

｢

本
当
に
必
要
な
の
か｣｢

今
も

必
要
か｣｢

大
事
に
し
て
い
る
か｣

な
ど
の
観
点
か
ら
ふ
る
い
に
か

け
て
、
落
ち
て
き
た
モ
ノ
を
手

放
し
ま
す
。
こ
の｢

手
放
す｣

こ

と
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
、
ハ
ー

ド
ル
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
人

が
決
め
た
こ
と
で
は
な
か
な
か

決
め
ら
れ
な
い
の
で
、
自
分
の

物
差
し
を
考
え
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

大
事
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
整
理

整
頓
の
知
識
や
、
や
り
方
で
は

な
く
、
自
分
に
必
要
な
モ
ノ
は

な
に
か
を
選
ぶ
こ
と
で
す
。

　

　   

始　
　

め　
　

に　

※

整
理
が
で
き
て
い
る
と…

・
時
間
に
ゆ
と
り
が
で
き
る

・
ス
ト
レ
ス
が
減
る

・
ム
ダ
な
経
費
が
減
る

・
作
業
効
率
・
質
が
あ
が
る

・
目
的
が
明
確
に
な
る

悪循環好循環

イライラ

時間が
ない

後回し

探し物

スッキリ

ゆとり

すぐ行動

みつかる

(

(

(

(

(

(

(

(
⇒

自分の目的を認識する

現状を把握する

問題点を明確に

ふるいにかける

選ぶ

手放す

収める
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追
わ
れ
る
カ
ラ
ス
、

追
う
カ
ラ
ス
も

追
わ
れ
る
カ
ラ
ス

と
言
え
そ
う
だ
。

　

先
ず
自
治
体
へ
の
事
務
権
限

移
譲
の
法
律
が
食
鳥
処
理
規

制
・
検
査
法
、
工
場
立
地
法
、

災
害
対
策
基
本
法
な
ど
11
あ
り
、

法
令
で
自
治
体
の
や
り
方
を
縛

る
義
務
付
け
・
枠
付
け
を
見
直

す
法
律
が
社
会
福
祉
法
、
森
林

法
な
ど
4
つ
あ
る
。
前
者
の
権

限
移
譲
で
は
鶏
な
ど
を
処
分
す

る
際
の
検
査
機
関
の
監
督
事
務

が
国
か
ら
都
道
府
県
な
ど
に
移

り
、
後
者
で
は
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
の
立
地
に
関

す
る
計
画
が
都
道
府
県
だ
け
で

な
く
市
町
村
で
も
策
定
で
き
る
。

ま
た
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見

直
し
で
は
、
地
方
社
会
福
祉
審

議
会
の
審
議
事
項
に
精
神
障
碍

者
福
祉
を
追
加
し
た
り
、
都
道

府
県
が
一
部
の
保
安
林
を
解
除

す
る
際
に
国
の
同
意
が
要
ら
な

く
な
る
。

　

今
次
改
正
の
最
大
の
目
玉
は
、

職
業
安
定
法
改
正
に
よ
る｢

地

方
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク｣

の
創
設

で
あ
ろ
う
。
市
役
所
な
ど
に
職

業
を
紹
介
す
る
窓
口
が
自
由
に

設
置
で
き
、
国
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
が
保
有
す
る
求
人
・
求
職
情

報
を
自
治
体
窓
口
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
提
供
す
る
。
こ
れ
ま
で
は

自
治
体
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
同

じ
よ
う
に
住
民
に
対
し
て
仕
事

を
あ
っ
せ
ん
す
る
場
合
は
、
国

へ
届
け
出
て
国
の
監
督
下
に
置

か
れ
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
規

制
が
な
く
な
る
。

　

こ
れ
で
、
全
国
に
約
5
4
0

余
り
あ
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
近

く
に
な
い
地
域
で
も
仕
事
の
紹

介
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
役

所
サ
イ
ド
で
も
生
活
相
談
か
ら

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
説
明
、
仕
事

の
あ
っ
せ
ん
ま
で
一
体
的
に
取

り
組
め
、
企
業
誘
致
や
新
産
業

の
育
成
な
ど
と
連
動
し
た
雇
用

対
策
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

特
に
生
活
保
護
受
給
者
の
就
労

を
後
押
し
す
る
た
め
に
具
体
的

な
仕
事
ま
で
紹
介
で
き
る
こ
と

は
有
意
義
だ
し
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー

ン
を
希
望
す
る
人
に
も
住
宅
や

仕
事
を
あ
っ
せ
ん
で
き
る
こ
と

で
移
住
の
促
進
に
つ
な
げ
ら
れ

る
。

　

も
と
も
と
私
た
ち
地
方
6
団

体
か
ら
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

事
務
を
地
方
に
移
す
改
革
を
要

請
し
て
き
た
。
し
か
し
厚
労
省

は
、
県
境
を
超
え
た
広
域
的
な

労
働
者
の
移
動
に
支
障
が
で
る
、

急
激
に
景
気
が
悪
化
し
た
際
の

緊
急
的
な
対
応
が
で
き
な
い
な

ど
と
し
て
い
た
。
今
回
は
国
と

地
方
の
折
衷
す
る
形
で
、
職
業

紹
介
と
い
う
権
限
は
政
府
に
残

し
た
ま
ま
、
自
治
体
も
は
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
の
設
置
を
可
能
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

地
方
分
権
改
革
有
識
者
会
議

(

座
長
：
神
野
直
彦
東
大
名
誉

教
授)

の
報
告
書｢

地
方
分
権
改

革
の
総
括
と
展
望｣

(

14
年
6

月)

に
よ
る
と
、
衆
参
両
院
の

分
権
推
進
決
議
か
ら
約
20
年
余

経
過
し
た
段
階
で
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
今
後

の
課
題
を
列
挙
し
、
改
革
の
進

め
方
と
し
て
提
案
募
集
方
式
と

手
挙
げ
方
式
を
盛
り
込
ん
で
い

る
。

　

従
来
の
諸
井
委
員
会
、
丹
羽

委
員
会
で
は
政
府
が
設
置
し
た

組
織
が
包
括
的
な
改
革
案
を
勧

告
し
、
そ
れ
を
政
府
が
段
階
的

に
実
施
す
る
形
で
進
め
ら
れ
て

き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
提
案
募

集
方
式
は
政
府
内
の
委
員
会
で

は
な
く
、
自
治
体
自
身
に
改
革

が
必
要
な
項
目
と
そ
の
理
由
を

示
し
て
も
ら
う
方
式
だ
し
、
手

挙
げ
方
式
は
自
治
体
に
権
限
を

移
す
場
合
に
、
都
道
府
県
・

市
・
町
村
な
ど
と
移
譲
先
を
ひ

と
く
く
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、

権
限
を
も
ら
い
た
い
自
治
体
だ

け
に
移
す
や
り
方
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
新
方
式
の
初
年
度

で
あ
る
14
年
は
全
国
か
ら
5
3 

5
件
の
提
案
が
あ
り
、
う
ち
6

割
強
の
3
4
1
件
が
見
直
さ
れ

て
5
次
一
括
法
に
反
映
さ
れ
た

と
い
う
。
15
年
は
2
2
8
件
の

提
案
、
う
ち
7
割
強
の
1
6
6

件
が
実
現
し
た
と
い
う
。
そ
の

提
案
団
体
を
見
る
と
、
都
道
府

県
の
大
半
は
何
ら
か
の
提
案
を

し
て
い
る
が
、
市
町
村
は
全
体

の
２
％
程
度
に
過
ぎ
な
い
と
い

う
。
市
町
村
職
員
に
す
れ
ば｢

国

の
法
令
の
お
か
し
な
点
を
挙
げ

な
さ
い
と
言
わ
れ
て
も…

｣

と
い

う
こ
と
な
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

そ
れ
で
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。

　

内
閣
府
地
方
分
権
改
革
推
進

室
で
は
、
こ
れ
ま
で
見
直
し
た

事
例
を
紹
介
し
て
、
市
町
村
か

ら
の
新
た
な
提
案
、
掘
り
起
こ

し
に
務
め
て
い
る
と
い
う
。

　

一
方
、
自
治
体
の
職
員
や
住

民
か
ら
見
れ
ば
、｢

自
由
度
が

広
が
り
、
仕
事
が
し
や
す
く
な

っ
た｣

と
は
言
え
な
い
状
況
も

相
当
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
地
方

分
権
が
進
ん
で
い
る
の
は
確
か

だ
が
、
今
ひ
と
つ
進
捗
具
合
と

課
題
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
緯
か
ら
考
え

る
と
、
第
１
に
民
主
党
政
権
時

に
国
の
出
先
機
関
改
革
に
か
ら

め
て
国
道
や
一
級
河
川
の
管
理

権
限
を
国
か
ら
都
道
府
県
に
移

す
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、

実
現
前
に
政
権
交
代
と
な
っ
た
。

　

政
権
復
帰
し
た
自
公
連
立
政

権
は
、
国
の
出
先
機
関
改
革
を

棚
上
げ
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ

の
た
め
地
方
分
権
改
革
有
識
者

会
議
で
は
国
道
・
河
川
の
移
管

問
題
を
検
討
対
象
か
ら
事
実
上

外
し
て
い
る
。

　

第
２
に
、
自
治
体
の
財
政
権

の
強
化
を
求
め
た
丹
羽
委
員
会

第
４
次
勧
告
が
そ
の
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
現
在

は
お
お
む
ね
４
対
３
に
な
っ
て

い
る
国
と
地
方
の
税
源
配
分
を
、

｢

当
初
目
標
と
し
て
５
対
５
に

す
る｣

方
針
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
た
が
、
実
現
し
て
い
な
い
ど

こ
ろ
か
審
議
対
象
か
ら
除
か
れ

て
い
る
。
そ
の
理
由
は
税
財
政

問
題
は
政
府
の
予
算
編
成
過
程

の
な
か
で
最
終
的
に
決
ま
る
の

で
有
識
者
会
議
で
は
検
討
対
象

に
し
て
い
な
い
と
す
る
。

　

こ
う
し
た
２
つ
の
視
点
か
ら

み
て
も
、
国
の
組
織
や
財
政
に

大
き
く
影
響
す
る
テ
ー
マ
へ
の

切
り
込
み
が
消
極
的
と
い
う
か
、

審
議
・
検
討
対
象
か
ら
外
れ
て

い
る
の
が
問
題
だ
と
思
わ
れ
る
。

声
を
大
に
し
て｢

個
性
を
活
か

し
自
立
し
た
地
方
を
つ
く
る｣(

有
識
者
会
議)

こ
と
を
目
標
に

掲
げ
て
も
、
税
財
政
の
問
題
を

避
け
て
い
て
地
方
が
自
立
す
る

筈
が
な
い
こ
と
を
肝
に
命
ず
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

諸
井
・
丹
羽
委
員
会
・
神
野

有
識
者
会
議
と
つ
な
い
で
来
た

分
権
改
革
を
、
人
口
減
少
社

会
・
限
界
集
落
・
消
滅
自
治

体
・
地
方
創
世
な
ど
声
高
に
叫

ば
れ
る
な
か
で
改
革
仕
切
り
直

し
の
気
概
で
国
と
地
方
の
役
割

分
担
・
分
権
型
社
会
・
東
京
一

極
集
中
の
是
正
・
自
治
制
度
の

あ
り
方
な
ど
精
力
的
に
検
討
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

な
ぜ
か
分
権
改
革
の
優
先
度

が
低
下
し
て
い
る
よ
う
な
政
治

情
勢
と
国
民
、
特
に
地
方
住
民

の
意
識
の
高
ま
り
を
願
っ
て
止

ま
な
い
。

個
人
情
報
の
懸
念
に
対
応
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民
間
事
業
者
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
取
り
扱
い

15
秒
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

を
作
る
た
め
に
は

15

セ
ン
ト
ラ
ル
ク
エ
ス
チ
ョ
ン

を
活
用
す
る

異
変
の
キ
ッ
カ
ケ
は

プ
ラ
ザ
合
意

最　

後　

に

安
全
管
理
措
置

(

故)
｢

城｣

と
す
る
両
市
に
は
、
特

小松島高生徒会役員選挙投票風景(H27.4.28)

空
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例

(

三
重
県
名
張
市)

民
主
主
義
の

バ
ー
ジ
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プ
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文
部
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学
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向
け
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発


